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第２回 NARENKAIマジ編（2013.3.10-3.18）レポート 

 

 昨年に続き第２回 NARENKAIマジ編が開催されました。開催の概要は、以下の通りです。 

 

名称 ： NARENKAI Spring Session （俗称：マジ編） 

期間 ： 2013年 3月 7日～19日（基本日程） 

場所 ： Soar Narromine http://www.soarnarromine.com.au/index.htm 

 

 フライトトレーニング，ブラッシュアップ，久しくソロに出ていない人，またクロスカントリーフラ

イトをエンジョイしてみたいという方に来て頂き、ちよっとマジに飛びましょうと言う企画です。

勿論、夜はフライトの話，昔話，よもやま話で盛り上がりました。今年の参加は、昨年に引き

続き、Nob、Hiro と 40年ぶりのフライトとなる Kadzの 3名でした。 

 

今年の参加者 

Nob こと堀崎修宏：3月 10日—3月 18日 目標：昨年同様シルバーがシルバーを目指す 

Kadz こと半田和典：3月 11日—3月 18日 目標：40年ぶりのソロ、サーマルフライト 

Hiro こと市川 博：3月 12日—3月 18日 目標：クロスカントリーの体験 

 

左から Hiroshi、Kadz、Keith、Nob、Shinzo 



3 月 10-13日 連日晴れ 

DuoDiscusで 1時間から２時間のトレーニング 

 

3 月 14日 晴れ（cumulus）、Runway22 

Nobさんナロマイン 5日目、Kadzさん 4日目 DuoDiscus でトレーニング、Hiro は 3日

目 初 Discus 最高高度は 7100ｆｔ、2時間 46分のフライト 

 

3 月 15日 晴れ（cumulus）、Runway22 

Nob さん今日から AstirIII で初ソアリング、Kadz さん DuoDiscus で着陸の最終チェッ

ク、Hiroは、Discusで 3時間のフライト 

 
 



3 月 16日 晴れ（cumulus 後 Blue）、Runway29,22 

 Kadzさん初 AstirIII単座、Nob さん AstirIII サーマル練習、Hiroは Discusで 3時

間 26分のフライト 

 

 

 

3 月 17日 晴れ（Blue）、Runway18 

 Kadzさん AstirIII で初ソアリング、Nob さん No Fright、Hiroは Discus で 3時間 48

分 のフライト  

 

3 月 18日 晴れ（Blue）、Runway11 

 Nob さん、Kadz さん AstirIII でソアリング、Hiro は Discus でソアリング、1600 に

DUBOへ出発 

 



 

 

Washlet Project 

牧田さんのご指導を得て Shinzo ゲストハウスに Washlet が付きましたことをご報告い

たします。「ぢぬし」さんもそうでない方も快適なナロマインへどうぞ。 

自称 Project Leader Nob 

 

Nobさんが日本からハンドキャリーした Washlet 

 



Nob Report 

Nobこと堀崎修宏（東京工大 61年入部）です。 

昨年３月のナレンカイマジ編に続き参加です。今回は７０歳の単座ソアリングをめざし

ます。年齢のハンディキャップを考えて Hiro さん、Kadz さんより一足先に１０日ナロ

マイン到着しました。実はこの一年なんとなくノーフライトになってしまいましたので、

その修復を意図してのことでもあります。 

そうしたものの、私の性格に起因していることが大いにあるのですが、「リラックス」

「自機の位置を認識する」「次の行き先を考える」そして「このフライトのタスクは何

か」、なかなか十分な状態にならず一日一日と日が進んでしまいました。 

 

3 月 15 日 1345−1450 5000ft 

そして１５日いよいよ単座ソロソアリングを迎えることができました。タスクとしては

１時間フライト。 

一発目はサーマルを捕まえることができずあっという間に着陸。 

二発目は Shinzoさんから一言をいただき、そうだった昨年もやったんだということで、

曳航 3000ft をリクエスト。こういうことも自分のタスクを実現するためのオプション

なんだ、そしてこれを自らオプションとして決定しなければならないんだと。（これが

歳なのか自分の自意識のなさなのか？） 

上がったらサーマルセンタリングはあせらずにグッドエアの方にそろそろと近づく感

じで旋回。それが功を奏したかどうかですが 5000ft まで上がれました。 

今日のタスクは１時間の間に周辺をじっくり見て地形を把握すること。数回サーマルに

入ったり出たりしましたがその間は周辺をじっくり観察。把握。 

その間のリラックス方は区切りで水をガブガブ。昨年は水を飲む時ガムを一緒に飲んで

しまいましたが、今回はそういうことなし。これは進歩かな。 

タスク１時間フライトとしましたので、ころあいにサーマリングは終了、リラックスし

ながらダウンウィンドに入りました。 

Shinzoさん、励ましをありがとう。 

両 OB 会皆さん、あなたでもできますよ。昨年の日記に書きましたが、私は学生時代は

H22だけ。単座機で飛んだことはない人間です。 

それでは、また明日。 

 

3 月 16 日 

毎日ハッピーなことが続くわけではありません。 今日はヒヤリハットの体験。今後の

フライト役立てなければなりません。 CHAOTIC のすべてが大事ですが、その中でも「O」

は重要かつ判断と実行を求められるチェックであることを痛感しました。（当たり前の

ことですけれど） RW29で離陸し、RW22で着陸（ロング）という運用をしていました。

RW22の中間どころに着陸したので、そのまま離陸としようということで、私の判断は

「右からの横風」と認識はしていました。しかし、それに対する私のアクションが甘か

った。 離陸滑走を開始後、速度がつきすぎたようです。そして左翼が大きく傾き接地

しそうになりました。まあなんとか回復できました。 連日 RWの使い方は同じでしたの



で、着陸の判断と同じくらいに判断したのは確か でしょう。加えて昨日までの風は弱

かったのですが、今日から少し強い風になっていました。 ということです、判断した

ことがアクションとなっていることは多いのではない でしょうか。 結果として役立つ

体験となりましたが、さらに安全フライトを心がけます。 ということで、引き続くフ

ライトの内容は推して知るべし。  

 

3 月 17 日 

今日の風は南風、方向はほぼ一定、しかし強さがどんどん強くなりました。 15-16kt？

それ以上、上空は 20kt以上？ カズさんの着陸後、フライトは中止と決めました。 初

心者の私にとって害があっても益はないでしょう。 ということでゆっくり休みました。

本当は中日くらいに休憩すべきであったか。 明日は最終日、いいコンディションを期

待しましょう。 伊藤さん、岩舘さん、萩原さん、赤堀さん Reply を有難うございます。 

ご一緒できる日を待っています。   

 

3 月 18 日 

最終フライトは、周囲の状況把握とリラックスした操縦になりました。というより、終

わりをよいフライトにし、次の機会によいものをもって進もうというつもりでフライト

をしました。サーマルこそつかみませんでしたが、落ち着いてフライトができました。 

この感じを次に持っていきたいと思います。 

 

まとめ 

前回の目標は、単座ソロ、今回の目標は単座ソアリングでした。今回はソロで４フライ

ト。感度が悪くサーマルに入るのに苦労しました。４フライトのうち、ひとつは１時間

ほどのフライトをすることができました。これまでの経験からは上出来でしょう。と、

前向きに次に向けてシルバーを光らせて生きたいと思います。 

皆さんも参加しませんか。 

 

 



Kadz Report  

Kadzこと半田和典（東工大 67年入部）です： 

ナレンカイに参加でき、ブルーに積雲、夜は満点の星々を満喫しています。 

マジに 1973 以来 40年ぶりのフライト、それが DuoDiscusしかも信三さんのご指導でソ

アリングを大いに楽しんでいます。 

Nob さんのさそいににのって、わたしにもできますにちかづいていると信じています。 

 

3 月 15 日 1357-1533 6000ft 

せっかくの"Duo"によるフライトトレーニングを大切にしたいところです。 

今日は空港とまわりの地形や目標物の観察にゆっくりと時間をつかいました。離陸と着

陸はなかなか思い通りにいかず苦しいところです。 

 

3 月 16 日 

DuoDiscus と AstirⅢで離着陸練習をさせてもらいました。 ということは Astirでフ

ァーストソロです。 思えば 73年 7月以来たしかに 40 年ぶりの単座機でありソロとい

うことになります。 環境といい、Shinzo さんからもらう元気といいサイコーです。 今

日のところはソロ云々よりもこの５日間に Duoで９時間近く飛べたこと得たことの感

慨が強いですが、あと２日間でのソアリングを楽しみにしています。  

 

3 月 17 日 1236-1310 4500ft 

今までよりも風が強かったとはいえ離着陸はまだまだ練習しなくては−−−。 曲がりなり

にもソアリング。5000ftまではと頑張ったが(方角が悪いとの指導） とどかず場周に。

風にあわせてしっかり+10kt でファイナルアプローチ。 いい地点に landing できそう

とニヤリ−−−しかししかし−−−超々ロング。  実は Airbreakでなく Trim を引いていた。

落ちないことにしばし頭がしろく なってしまい気づくのにたいへん時間を要したもの。  

なぜ Trimに手がいった？ なぜすぐにきづかなかった？  いろいろの原因、伏線はあ

ると思われる； 上の"ニヤリ"で安心してしまったのか。思慮のない操作であった。 い

つも左手はファイナルを終えるまで膝のうえ。今回レバーは手さぐりで操作。  

CHAOTICのフライト前確認時に実際の飛行を想定したものでなければならない；  "A"

でレバーをにらみつけてその動きの確認とロック確認になりがち。 機体により場所も

ストロークも異なるから単純に体で覚えるのではなく。  Duo では力をいれても全開

とならずききが悪い印象をもっていた。  Astir のレバーは手がとどかずイヤな印象

をもっていた。 等々ありますが基本確認とイメージトレーニングにも反映させ留意し

たい。 長期のブランクとか加齢を一因にされないように。  

 

3 月 18 日 1337-1416  6000ft 

課題の自己評価 離陸：△  着陸接地：○ 

ソアリング、特に今日は強いプラスとそこからはじき出されたときの厳しいマイナスと

を何度か繰り返し。これも Shinzo さんのおっしゃる三次元把握の一つ、これらを絵に

描いてイメージを重ねる糧の経験と受け止めています。 



 

まとめ 

８日間がアットいうまに終わり、日常からはなれてこんなに楽しめるとは思っていなか

った。 Shinzoさん Nob さん  Hiro さんに感謝です。 

また面識はないが理科大 OB の方々からの激励もありがとうございました。フライトで

は、飛行時間 10 時間以上をたんのう。最初の 3 日ほどのタダ単に乗せられている状況

から、体や頭に覚えているらしい感覚の一方で過去は忘れて現状にそったモダンを教わ

り習得しつつ自分で飛べる方向に近づいたと思います。さらに自己と全体把握や計画

等々で安全にソアリングの方向に期待がふくらみます。 

最終日ころには肉体的にややツカレを感じていましたが、すばらしい環境に恵まれ日に

日に心身ともに健康になっていく自分を実感していました。 

体力/視力,気力等まだいけそう。準備すべきものもわかってきた気がするので次回を楽

しみにしています。 

 



Hiroshi Report 

Hiro（理科大 75 年入部）は昨年に続き 2 年連続での NARENKAI3 月バージョンの参加で

す。昨年は、20年ぶりのフライトで、AstirIII 単座にてソアリング 2時間 30 分で大満

足のナロマイン滞在でした。今年の目標はクロスカントリーの入口に立つことです。結

局昨年はナロマイン以降、秋の OB会で 30 分ほど飛んだだけです。 

 

1 日目、2日目は贅沢にも DuoDiscus でトレーニング。Shinzoさんと一緒だとあっとい

う間に 7000ft、50km 先まで簡単に行けてしまい、クロスカントリーなんて簡単に思え

てしまう。 

 

3 月 14 日 

本日 3日目は Shinzo さんから Discus でいってらっしゃいと言われ、憧れのスタンダー

ドクラスの機体に、嬉しさ半分、不安半分でした。昔は、高性能機は難しいというイメ

ージでしたが、Shinzo さんから最近の機体は乗りやすさも十分考慮されていると説明

を受け、フライトでその通りだと実感しました。 

結果は、20Km三角、最高高度は 7100ｆｔ、2時間 46 分のフライトでした。とても操縦

しやすい機体で、どこまでも飛んでいきたいと思わせるものでした。場周のイメージが

いまだにつかめず、今回もスクエアを描けずに着陸し悔いが残るものでしたが、飛ぶこ

との楽しさが実感できるフライトでした。 

明日は、Nob さんが AstirIII 単座でソアリングにトライ、40 年ぶりのフライトである

Kadzさんも 2日後には単座でフライトとなる予定です（Shizo さんが明後日は全員単座

で、僕はフライトしなくていいねと言ってました）。 

 

3 月 15 日 1325-1625 7100ft 

昨日に続き、Discus で出発、Shinzo さんから 5 時間をやってきなさいと言われるも、

昨日のビールが残っており（昨夜ちょっとした出来事があり、ビールを普段の 2倍以上

飲むことに）きついので明日に延期することに。ちょうど 3 時間のフライトで、北西 

35Km の Trangie、南 10Km の Narwonah まで行ってきました。 Discus は、いつまで

も飛ぶ気になれば飛んでいられるように感じる機体です。Shizo さんに、早く帰ってき

たねと言われ、まだまだ飛べましたが、今日のフライトはこれで十分、おなか一杯です

と答えると、なんて贅沢なことを、これを聞いたら日本から水をかけられるよと言われ

てしまいました。着陸は今一つでしたが、ますます Discus で飛ぶことが楽しくなりま

した。明日は 5時間を目標にマジ編らしく、ビールを一杯に制限され、今日のフライト

よりきついタスクでした。 

 

3 月 16 日 1349-1715 7500ft 

本日のタスクは 5時間、Shizoさんに 12:30 にテイクオフねと言われるも、昼ご飯食べ

てないので後に回してと、最初からタスク放棄。結局、途中から Blue となりあまり遠

くい行けず南 30km の Wyanga、北西 Trangie 手前 30Km まで 3時間 26分のフライトで終

了。少しずつフライト時間は伸びているも、体力的に限界か？ Shino さんに明日は 5



時間ねと言われ、ビール制限のほうが、どんなタスクよりきついと嘆願し保留にしても

らう（今夜は昨日の分までビール＋ワインで十分アルコールを摂取）。マジ編とついて

いても、NARENKAI の本来の目的？を幹事としては遂行するのみです。 

 

3 月 17 日 1225−1613 6000ft 

本日は、1200 すぎからサーマルが出そうということで、5時間トライに決定。南風が強

く、ランウエイから離れられない。12時台は cumulus があるも、すぐ Blue に。4000〜

6000ftの間を行き来し、3時間超えたくらいからひょっとして 5時間いけるかもと思い

だした途端、サーマルが弱くなり、残念ながらタスク未達成で着陸（昨日までは 1700

でもサーマルがあったのに、途中で降りてきた罰？）。明日は最終日、1500 にはフライ

ト終了となる。今回うまくいかない着陸を第一のタスクとしよう。 

 

3 月 18 日 1318-1445 6000ft 

今日は最終日、シドニーへ夕方の飛行機で移動です。ソアリングはそこそこにして、着

陸をきっちり決めよう。結果は、残念ながら低く入り、撃沈。Shinzo さんに、デジタ

ル頭の人は着陸がへたとざっくりと言われてしまう。仕事柄コンピュータはよく使いま

すが、けっしてデジタル頭ではありません。しかし、言い返す言葉なし。 

 

まとめ 

フライト復帰２年目にしてあこがれのスタンダードクラス、Discus でソアリングがで

きたことは大きな成果でした。現役時代はＫａ−８でソアリングを楽しんでいましたが、

全く次元の違う性能でどこまでも飛んでいけそうな気になります、でも操縦は難しくな

いすばらしい機体でした。また、Nob さん、Kadzさんのフライトを見ていると、私など

まだまだ若輩者、これからいくらでも頑張れると思わされます。また、ご一緒できるこ

とを楽しみにしています。 


